〈附四〉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《異部宗輪論》講義

D. 正量部所傳：

　　　　　　　　　　　　　1. 一說部（EkavyAvahArika）


大眾部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3. 多聞部（BahuZrutIya）

　（MahAsAMghika）　　　　2. 牛住部（Gokulika）　　  4. 說假部（PrajJaptivAdin）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5. 制多山部（Caitika）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6. 化地部
（MahIZAsaka）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5. 分別說部　　　 　　7. 法藏部（VibhajyavAdin）　　　（Dharmaguptaka）

　　　　　　　　　　　　　　　　　3. 有部　　　　　　　　　　　　　　　8. 銅鍱部
（SarvAstivAdin）　　　　　　 　　　　　（TAmraZAtIya）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　9. 飲光部
（KAZyapIya）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10. 說轉部
（SaMkrAntika）
　　　　　　　　　1. 先上座部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　13. 法上部
（PUrva-sthavira）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（DharmottarIya）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11. 大山部
（MahAgirika）

上座部　　　　　　　　　　　　4. 犢子部　　　　　　　　　　　　　　14. 賢胄部

（Sthavira）　　　　　　　　　　（VAtsIputrIya）　　　　　　　　　　　　（BhadrayAnIya）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　12. 正量部　　　　　　　15. 六城部
（SaMmatIya）　　　　　（SaNNagarika）
　　　　　　　　　2. 雪山部
　　　　　　　　　（Haimavata）

� 　出於清辨《異部精釋》（西元六世紀的作品，A.D. 981~1054 DIpaMkaraZrijJAna藏譯）。





